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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録された、異なるアスペクト比の複数の静止画像データを処理する装置で
あって、
　前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データのうち、同じアスペクト比の複数
の前記静止画像データを用い、且つ、前記同じアスペクト比以外のアスペクト比の前記静
止画像データを用いること無く、一つの動画像データを生成する生成手段を備えることを
特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記静止画像データは、ＪＰＥＧ方式で符号化されており、前記生成手段は、前記静止
画像データをＭＰＥＧ方式で符号化することにより前記動画像データを生成することを特
徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データは、第１のアスペクト比の前記静
止画像データと、前記第１のアスペクト比とは異なる第２のアスペクト比の前記静止画像
データとを含み、
　前記生成手段は、前記第１のアスペクト比の静止画像データを用い、且つ、前記第２の
アスペクト比の静止画像データを用いること無く、前記第１のアスペクト比の動画像デー
タを生成することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
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　前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データは、第１のアスペクト比の前記静
止画像データと、前記第１のアスペクト比とは異なる第２のアスペクト比の前記静止画像
データとを含み、
　前記生成手段は、前記第１のアスペクト比の静止画像データを用い、且つ、前記第２の
アスペクト比の静止画像データを用いること無く前記第１のアスペクト比の第１の動画像
データを生成すると共に、前記第２のアスペクト比の静止画像データを用い、且つ、前記
第１のアスペクト比の静止画像データを用いること無く前記第２のアスペクト比の第２の
動画像データを生成することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記生成手段は、前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データから前記同じア
スペクト比の複数の静止画像データを選択し、前記選択した複数の静止画像データのアス
ペクト比を変換すること無く、前記選択した複数の静止画像データを用いて一つの前記動
画像データを生成することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データのうち、ユーザ
に選択された静止画像データを用いて前記動画像データを生成することを特徴とする請求
項１から５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　記録媒体に記録された、異なるアスペクト比の複数の静止画像データを処理するプログ
ラムであって、
　前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データのうち、同じアスペクト比の複数
の前記静止画像データを用い、且つ、前記同じアスペクト比以外のアスペクト比の前記静
止画像データを用いること無く、一つの動画像データを生成する生成工程をコンピュータ
に実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のプログラムを記録したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な
記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像処理装置に関し、特に、動画像と静止画像とを混在させて記録する装置に
用いて好適な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）に対してテレビ放送番組を記録する装置が知
られている。また、近年では、カメラで撮影した動画像や静止画像をＤＶＤに記録するＤ
ＶＤビデオカメラも登場している。
【０００３】
　ＤＶＤに動画像信号を記録する場合、動画像データをＭＰＥＧ方式で符号化し、ＤＶＤ
ビデオフォーマット、或いは、ＤＶＤビデオレコーディングフォーマット（ＶＲフォーマ
ット）に従って記録する。このように記録された動画像データは、各フォーマットに対応
したＤＶＤプレーヤなどの再生装置で再生することができる。また、ＤＶＤでは、ファイ
ルシステムとしてＵＤＦ（Universal Disk Format）が規定されており、これらの動画像
データは、ＵＤＦに従うファイルとして記録される。
【０００４】
　一方、静止画像データは、ＵＤＦに従う静止画ファイルとしてＤＶＤに記録される。し
たがって、ＤＶＤビデオフォーマット或いはＶＲフォーマットの動画データの再生のみが
可能な一般のＤＶＤプレーヤでは、これらの静止画データを再生することができない。
【０００５】
　そこで、ＤＶＤに記録された静止画データを復号化し、改めてＭＰＥＧ方式で符号化し
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た後、ビデオフォーマット、もしくはＶＲフォーマットのデータに変換してＤＶＤに記録
する（以下、フォトムービという）ことで、静止画像データをＤＶＤプレーヤにて再生可
能とすることが考えられている（例えば特許文献１、２を参照）。
【０００６】
　一方で、最近では、アスペクト比１６：９のワイドテレビやＨＤ（High Density）放送
が普及している。そのため、従来のアスペクト比４：３、またはアスペクト比３：２の画
像だけでなく、ワイド感を得るためにアスペクト比１６：９の静止画像を撮影可能なデジ
タルカメラが現れてきた。
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－２０１１７０号公報
【特許文献２】特開２００４－２９７２２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述のように、アスペクト比４：３の静止画とアスペクト比１６：９の静止画とが、一
つのＤＶＤに混在して記録されることが考えられる。このように記録された静止画データ
からフォトムービを作成することを考える。
【０００９】
　図２は、一つのＤＶＤに記録されている２枚の静止画データを示しており、２０１はア
スペクト比４：３の静止画像、２０２はアスペクト比１６：９の静止画像である。これら
の静止画データからフォトムービを作成する場合、例えば、画像２０２に対して上下を黒
画像で均等にパディングし、アスペクト比４：３の画像に変換する。
【００１０】
　図３は、こうして作成されたフォトムービの画像である。画像３０１は画像２０１から
そのままのアスペクト比で変換され、画像３０２は画像２０２からアスペクト比４：３の
レターボックス形式に変換されて記録されている。
【００１１】
　しかし、こうして作成されたフォトムービをワイドテレビで鑑賞した場合には、良好な
表示結果が得られない問題点があった。その表示結果について、図４を用いて以下で説明
する。
（１）ワイドテレビがアスペクト比４：３の画像を、左右を黒画像などで均等にパディン
グして中央に表示するよう設定されていた場合：画像３０１の表示結果４０１は、被写体
が本来のアスペクト比で表示される。また、画像全体が無駄なく表示されており全く問題
がない。しかし、画像３０２の表示結果４０２については、上下左右に無駄な黒画像がパ
ディングされた表示結果となってしまう点が問題であった。
【００１２】
（２）ワイドテレビがアスペクト比４：３の画像を、左右にストレッチしてアスペクト比
１６：９で表示するよう設定されていた場合：画像３０１の表示結果４１１は被写体のア
スペクト比が横に延びてしまう点が問題であった。また、画像３０２の表示結果４１２も
被写体のアスペクト比が横に延びてしまう上に、上下の無駄な黒画像も残ってしまう点が
問題であった。
【００１３】
（３）ワイドテレビがアスペクト比４：３の画像を、上下を均等にトリミングして中央の
アスペクト比１６：９の領域を表示するよう設定されていた場合：画像３０１の表示結果
４２１は、被写体は本来のアスペクト比で表示されているが、上下がトリミングされるた
め画像全体が表示されない点が問題であった。また、画像３０２の表示結果４２２は、被
写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示されているので全く
問題がない。
【００１４】
　以上のように、複数のアスペクト比の静止画像が混在して記録されている場合、これら
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の静止画像を用いて作成したフォトムービをワイドテレビで良好に鑑賞することができな
い場合が多いと考えられる。
【００１５】
　本発明は前述の問題点にかんがみ、アスペクト比が異なる複数の静止画像を用いて生成
された静止画ムービをワイドテレビで良好に鑑賞できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の画像処理装置は、記録媒体に記録された、異なるアスペクト比の複数の静止画
像データを処理する装置であって、前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像データ
のうち、同じアスペクト比の複数の前記静止画像データを用い、且つ、前記同じアスペク
ト比以外のアスペクト比の前記静止画像データを用いること無く、一つの動画像データを
生成する生成手段を備えることを特徴とする。
【００１８】
　本発明のプログラムは、記録媒体に記録された、異なるアスペクト比の複数の静止画像
データを処理するプログラムであって、前記記録媒体に記録された複数の前記静止画像デ
ータのうち、同じアスペクト比の複数の前記静止画像データを用い、且つ、前記同じアス
ペクト比以外のアスペクト比の前記静止画像データを用いること無く、一つの動画像デー
タを生成する生成工程をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、アスペクト比が異なる複数の静止画像データが混在して記録されてい
る場合にも、静止画像データのアスペクト比を変換することなく一つの動画像データを生
成するので、これらの静止画データから生成された静止画ムービを良好に鑑賞することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
（第１の実施形態）
　本実施形態は、記録媒体としてＤＶＤを用いるビデオカメラであって、ＶＩＤＥＯフォ
ーマットで論理フォーマットされたＤＶＤに対して、ファイナライズを行う際に作成する
フォトムービのアスペクト比をユーザが選択できるように構成されたＤＶＤビデオカメラ
の実施形態である。
【００２１】
　図１は、第１の実施形態における画像入出力装置の構成例を示すブロック図である。
　ＤＶＤビデオカメラ１００のＣＰＵ１０２は、バス１０１を介してＲＡＭ１０３、ＲＯ
Ｍ１０４、操作部１０５、カメラ制御部１１１、レコーダ制御部１２１、ＡＦＥ（Analog
 Front End）１４５が接続されている。ＡＦＥ１４２は、ＣＣＤ１４２により生成した信
号をカメラ制御部１１１に入力する。ＣＰＵ１０２は、ＲＯＭ１０４に格納されている制
御プログラムに従って動作し、動作時の一時的な情報の格納場所としてＲＡＭ１０３を用
いる。
【００２２】
　ＤＶＤビデオカメラ１００には、図示しないモードダイヤルやシャッタボタン、十字キ
ーといった操作キーがあり、ユーザによるキー操作の状態は、操作部１０５で保持され、
ＣＰＵ１０２の前記制御プログラムは定期的に前記キー操作の状態を操作部１０５より取
得する。ＣＰＵ１０２の前記制御プログラムは取得した前記キー操作の状態に基づき、カ
メラ制御部１１１と、レコーダ制御部１２１とを制御して、後述する動画像の再生処理、
静止画像の再生処理、ファイナライズ処理、フォトムービ作成処理を実現する。
【００２３】
　カメラ制御部１１１は、前記制御プログラムの制御に基づき動作するＡＳＩＣ（Applic
ation Specific IC）である。カメラ制御部１１１は、信号処理における一時的な画像信
号の格納場所として、ＲＡＭ１１４を用いる。また、メモリカード制御部１１６を制御す
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る。ＤＶＤに記録された動画像の再生時には、レコーダ制御部１２１より画像信号を受け
取り、信号処理を行った画像信号をレコーダ制御部１２１に出力する。また、ＤＶＤに記
録された静止画像の再生時には、レコーダ制御部１２１より符号化信号を受け取り、ＪＰ
ＥＧコーデック１１２により復号化を行って、得られた画像信号に対して信号処理を行い
、レコーダ制御部１２１に出力する。
【００２４】
　レコーダ制御部１２１は前記制御プログラムの制御に基づき動作するＡＳＩＣである。
レコーダ制御部１２１は信号処理における一時的な画像信号の格納場所としてＲＡＭ１２
４を用いる。ＤＶＤに記録された動画像の再生時には、ＤＶＤ制御部１２５よりＶＩＤＥ
Ｏフォーマット、またはＶＲフォーマットで記録された動画像を読み出し、ＭＰＥＧコー
デック１２２によって復号化し、得られた画像信号をカメラ制御部１１１へ出力する。
【００２５】
　ＤＶＤに記録された静止画像の再生時には、ＤＶＤ制御部１２５よりＤＣＦフォーマッ
トで記録された静止画像を読み出し、符号化信号のままカメラ制御部１１１へ出力する。
また、レコーダ制御部１２１は、上述の動画像の再生処理、静止画像の再生処理において
、カメラ制御部１１１より受け取った画像信号を、ビデオ出力端子１２８、ＬＣＤ（Liqu
id Crystal Display）１２６へと出力する。
【００２６】
　図５は、ファイナライズ処理を行う前のＤＶＤの記録内容を示している。ＤＶＤ５００
は、ＶＩＤＥＯフォーマットで論理フォーマットされ、動画像と静止画像とが記録されて
いる。ＶＩＤＥＯフォーマットは、ＤＶＤの内周からファイルシステムであるＵＤＦ（Un
iversal Disc Format）領域、ビデオデータ全体を管理するＶＭＧ（Video Manager）領域
、および最大９９のＶＴＳ（Video Title Set）によって構成される。
【００２７】
　ＵＤＦ領域とＶＭＧ領域はファイナライズ処理時に内容を書き込むため、ファイナライ
ズ処理の前は未記録の状態である。動画像はタイトル毎にＶＴＳ＃１、＃２・・・＃ｍに
記録されている。静止画像５０１、５０２、５０３はＵＤＦのＪＰＥＧ画像ファイルとし
て記録されており、これらの静止画像の情報はＶＭＧでは管理されていない。ＤＶＤの再
生装置の多くは、ＶＭＧで管理されているビデオデータのみを再生するため、ＤＶＤ５０
０をファイナライズして他の再生装置で再生した場合に、これらのＪＰＥＧ画像ファイル
を再生することができない。
【００２８】
　図６は、ユーザによってＤＶＤのファイナライズ処理が指示されたときに、ＣＰＵ１０
２の制御プログラムが行うファイナライズ処理と、フォトムービ作成処理のシーケンスを
説明するフローチャートである。
　まず、ステップＳ８０１において、図７に示す画面９０１をＬＣＤ１２６に表示し、フ
ァイナライズ処理を行うか否かをユーザに選択させる。ＣＰＵ１０２は操作部１０５の操
作状態によりユーザの選択結果を取得して、"はい"が選択された場合にはステップＳ８０
２へと進み、"いいえ"が選択された場合は処理を終了する。
【００２９】
　ステップＳ８０２では、ＬＣＤ１２６に図７に示す画面９０２を表示し、フォトムービ
を作成するか否かをユーザに選択させる。ＣＰＵ１０２は操作部１０５の操作状態により
ユーザの選択結果を取得し、"はい"が選択された場合にはステップＳ８０３へと進み、"
いいえ"が選択された場合はステップＳ８０７へと進む。
【００３０】
　ステップＳ８０３では、図７に示す画面９０３をＬＣＤ１２６に表示し、作成するフォ
トムービのアスペクト比をユーザに選択させる。ＣＰＵ１０２は操作部１０５の操作状態
によりユーザの選択結果を取得して、"ワイド"が選択された場合にはステップＳ８０４で
アスペクト比を１６：９とし、"ノーマル"が選択された場合にはステップＳ８０５でアス
ペクト比を４：３とする。
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【００３１】
　次に、ステップＳ８０６に進み、前述したステップＳ８０４またはステップＳ８０５に
て決定したアスペクト比のフォトムービを作成する。次に、ステップＳ８０７ではＤＶＤ
のファイナライズ処理を行う。
【００３２】
　図８は、図６のステップＳ８０６で行われたフォトムービ作成処理の詳細なシーケンス
を示すフローチャートである。
　まず、ステップＳ１４０１において、ＤＶＤに記録されているＶＴＳの数ｍが最大値の
９９であるか否かを判断する。この判断の結果、最大値９９であった場合、これ以上ＶＴ
Ｓを作成できないため、ステップＳ１４０８のエラー処理へ進む。また、ステップＳ１４
０１の判断の結果、ＶＴＳが９９未満の場合、ステップＳ１４０２へ進み、フォトムービ
をＶＴＳ＃ｍ＋１として作成するよう設定する。
【００３３】
　次に、ステップＳ１４０３において、処理した静止画ファイルの数を示すファイル数値
ｘを初期化する。次に、ステップＳ１４０４において、静止画像がＶＴＳ＃ｍ＋１に追加
可能であるか、ＤＶＤの残容量を判別する。この判別の結果、十分でない場合にはステッ
プＳ１４０８のエラー処理に進む。また、ステップＳ１４０４の判別の結果、残容量が十
分である場合、ステップＳ１４０５でファイル数値ｘをカウントアップする。
【００３４】
　次に、ステップＳ１４０６に進み、ファイル数値ｘがＤＶＤに記録されている静止画フ
ァイルの数より大きいか否かを判別する。この判別の結果、ファイル数値ｘが静止画ファ
イルの数以上である場合、全ての静止画ファイルを変換・記録済みであるので、フォトム
ービ作成処理を終了する。
【００３５】
　また、ステップＳ１４０６の判別の結果、ファイル数値ｘが静止画ファイルの数より小
さい場合、ステップＳ１４０７に進み、ｘ枚目に記録されている静止画ファイルの変換・
記録処理を行い、その後、ステップＳ１４０４に戻る。ステップＳ１４０８のエラー処理
においては、フォトムービ作成処理が正常に終了しなかったメッセージなどを出力し、フ
ォトムービ作成処理を終了する。
【００３６】
　なお、本実施形態ではＤＶＤに記録された全ての静止画ファイルを変換・記録している
が、ユーザが予め選択した静止画ファイルのみを変換・記録してもよい。また、本実施形
態では、静止画ファイルは記録順に処理している例を説明しているが、ユーザが予め選択
した順に処理するようにしてもよい。また、実際にはフォトムービを作成してＤＶＤに記
録する前に、本フローチャートのシーケンスの基づいて、正常にフォトムービが作成でき
るか、すなわち、エラー処理に入らずに処理が終了するかを、テストしておくことが望ま
しい。
【００３７】
　次に、図８のフローチャートにおけるステップＳ１４０７の変換・記録処理の詳細につ
いて説明する。
　図１のレコーダ制御部１２１は、ＤＶＤにＵＤＦで記録されたＪＰＥＧ画像ファイルを
読み出し、カメラ制御部１１１へと出力する。カメラ制御部１１１は、受け取ったＪＰＥ
Ｇ画像ファイルをＪＰＥＧコーデック１１２によって復号化し、信号処理を行った画像信
号をレコーダ制御部１２１に出力する。レコーダ制御部１２１は、受け取った画像信号を
ＭＰＥＧエンコーダ１２２によりＩピクチャとして符号化する。
【００３８】
　ここで、カメラ制御部１１１が出力する前記画像信号は、図６のステップＳ８０４によ
りアスペクト比が１６：９に設定されていた場合、アスペクト比１６：９の画像信号であ
る。例えば、図２で示したアスペクト比４：３の画像２０１は、左右を均等に黒画像でパ
ディングして、図９に示すアスペクト比１６：９の画像１００１に変換してから出力され
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る。また、図２で示したアスペクト比１６：９の画像２０２は、図９に示す同じアスペク
ト比の画像１００２として出力される。
【００３９】
　それに対して、図６のステップＳ８０５によりアスペクト比が４：３に設定されていた
場合、カメラ制御部１１１が出力する前記画像信号はアスペクト比４：３の画像信号であ
る。例えば、図２に示したアスペクト比４：３の画像２０１は、図９に示す同じアスペク
ト比の画像１０１１として出力される。また、図２に示したアスペクト比１６：９の画像
２０２は、上下を均等に黒画像でパディングして、図９に示すアスペクト比４：３の画像
１０１２に変換してから出力される。
【００４０】
　レコーダ制御部１２１では、図１０に示すようにＭＰＥＧエンコーダ１２２が符号化し
た前記Ｉピクチャを、２ＫＢ単位のＶ＿ＰＣＫ（Video Pack UNIT）に分割し、サーチを
行うための２ＫＢの情報ＮＶ＿ＰＣＫ（Navigation Pack UNIT）を付加することで、ＶＯ
ＢＵ（Video Object UNIT）を構成する。
【００４１】
　なお、本実施形態ではフォトムービに音声を入れないため、Ａ＿ＰＣＫ（Audio Pack U
NIT）を略して説明するが、音声を入れる場合にはＡ＿ＰＣＫを加えてＶＯＢＵを構成す
る。さらに、レコーダ制御部１２１は、一つ以上のＶＯＢＵによってＣＥＬＬを構成する
が、本実施形態では単純に１つのＶＯＢＵによってＣＥＬＬを構成している。
【００４２】
　また、一つ以上のＣＥＬＬによってＶＯＢ（Video Object UNIT）を構成するが、本実
施形態では単純に１つのＣＥＬＬによってＶＯＢを構成している。こうして各静止画像か
ら得たＶＯＢより、レコーダ制御部１２１は後述する図１１のようにフォトムービを作成
する。
【００４３】
　図１１は、図５で示したＤＶＤ５００に対して、アスペクト比を１６：９に設定してフ
ォトムービ作成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示している。
フォトムービ作成処理において、図５で示した静止画像５０１、５０２、５０３は、カメ
ラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥＧのＩピクチャの画像１１０１、
１１０２、１１０３に変換され、それぞれがＶＯＢ＃１、ＶＯＢ＃２、ＶＯＢ＃ｎを構成
している。
【００４４】
　レコーダ制御部１２１は、これらのＶＯＢによってＶＯＢＳ（Video Object Set）を構
成し、ＶＯＢＳのサイズが１ＧＢを越える場合には１ＧＢ単位に分割して、連続的に配置
したＵＤＦのファイルとしてＤＶＤ１１００に記録する。
【００４５】
　このように構成されたＶＯＢＳは、ＶＴＳを構成するＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ（Video Ob
ject Set for Titles in a VTS）として利用される。ＶＴＳの先頭にあるＶＴＳＩ（Vide
o Title Set Information）にはＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳに含まれるビデオデータに関する
管理情報がファイルとして記録されている。
【００４６】
　ＶＴＳＩが持つ管理情報には、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳのビデオデータを再生する際のア
スペクト比が含まれており、アスペクト比１６：９か、アスペクト比４：３のいずれかが
記録されている。本図の場合には、アスペクト比を１６：９に設定してフォトムービが作
成されているため、レコーダ制御部１２１はアスペクト比を１６：９とＶＴＳＩに記録し
ている。
【００４７】
　このように記録されたＶＴＳＩと、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳと、ＶＴＳＩのバックアップ
ファイルであるＶＴＳＩ＿ＢＵＰ（Backup of VTSI）によってフォトムービであるＶＴＳ
＃ｍ＋１が構成され、ＤＶＤ１１００に記録される。フォトムービの作成処理終了後、フ
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ァイナライズ処理において、レコーダ制御部１２１により、ＤＶＤ１１００のＵＤＦ領域
とＶＭＧ領域が記録される。
【００４８】
　こうして作成されたフォトムービをワイドテレビで鑑賞した場合、画像１１０１と画像
１１０３は、左右に必要最低限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比
で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。また、画像１１０２は、被写体が本来
のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。
【００４９】
　図１２は、図５で示したＤＶＤ５００に対して、アスペクト比を４：３に設定してフォ
トムービ作成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示している。図
１１との違いは、ＭＰＥＧのＩピクチャがアスペクト比４：３の画像６０１、６０２、６
０３に代わっている点と、レコーダ制御部１２１がアスペクト比を４：３とＶＴＳＩに記
録している点である。
【００５０】
　こうして作成されたフォトムービを、アスペクト比４：３のテレビで鑑賞した場合、画
像６０１と画像６０３は、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄
なく表示される。また、画像６０２は、上下に必要最低限の黒画像がパディングされ、被
写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。
【００５１】
　従って、ユーザは、フォトムービを作成する際、自分が所有するテレビモニタ、或いは
、表示したテレビモニタに合わせて１６：９、或いは４：３の何れかのアスペクト比を選
択すればよい。
【００５２】
　なお、本実施形態では、アスペクト比として１６：９、或いは４：３の何れかをユーザ
が選択する構成としたが、これ以外のアスペクト比を指定可能とし、指定されたアスペク
ト比となるよう、各静止画像データを変換する構成としてもよい。
【００５３】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態のビデオカメラは、第１の実施形態のビデオカメラに比べ、複数のアス
ペクト比のフォトムービを作成する点が異なる。
【００５４】
　図１３は、ユーザによってＤＶＤのファイナライズ処理が指示されたときに、ＣＰＵ１
０２の制御プログラムが行うファイナライズ処理とフォトムービ作成処理のシーケンスを
示すフローチャートである。
【００５５】
　まずステップＳ１２０１において、図７に示す画面９０１をＬＣＤ１２６に表示し、フ
ァイナライズ処理を行うか否かをユーザに選択させる。ＣＰＵ１０２は操作部１０５の操
作状態によりユーザの選択結果を取得して、"はい"が選択された場合にはステップＳ１２
０２へと進み、"いいえ"が選択された場合は処理を終了する。
【００５６】
　ステップＳ１２０２では、図７に示す画面９０２をＬＣＤ１２６に表示し、フォトムー
ビを作成するか否かをユーザに選択させる。ＣＰＵ１０２は操作部１０５よりユーザの選
択結果を取得し、"はい"が選択された場合にはステップＳ１２０３へと進み、"いいえ"が
選択された場合はステップＳ１２０７へと進む。
【００５７】
　ステップＳ１２０３ではアスペクト比を１６：９とし、ステップＳ１２０４でアスペク
ト比１６：９のフォトムービを作成する。次に、ステップＳ１２０５でアスペクト比を４
：３とし、ステップＳ１２０６でアスペクト比４：３のフォトムービを作成する。次のス
テップＳ１２０７では、ＤＶＤのファイナライズ処理を行う。
【００５８】
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　図１４は、図５で示したＤＶＤ５００に対して、複数のアスペクト比のフォトムービ作
成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示している。
　まず、アスペクト比１６：９のフォトムービ作成処理において、図５で示した静止画像
５０１、５０２、５０３は、カメラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥ
ＧのＩピクチャの画像１３０１、１３０２、１３０３に変換され、それぞれがＶＯＢ＃１
、ＶＯＢ＃２、ＶＯＢ＃ｎを構成している。
【００５９】
　レコーダ制御部１２１は、これらのＶＯＢによってＶＯＢＳを構成し、ＶＯＢＳのサイ
ズが１ＧＢを越える場合には１ＧＢ単位に分割して、連続的に配置したＵＤＦのファイル
としてＤＶＤ１３００に記録する。このように構成されたＶＯＢＳは、ＶＴＳを構成する
ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳとして利用される。ＶＴＳの先頭にあるＶＴＳＩにはＶＴＳＴＴ＿
ＶＯＢＳに含まれるビデオデータに関する管理情報がファイルとして記録されている。
【００６０】
　ＶＴＳＩが持つ管理情報には、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳのビデオデータを再生する際のア
スペクト比が含まれており、レコーダ制御部１２１はアスペクト比を１６：９とＶＴＳＩ
に記録している。
【００６１】
　このように記録されたＶＴＳＩと、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳと、ＶＴＳＩのバックアップ
ファイルであるＶＴＳＩ＿ＢＵＰによって第１のフォトムービであるＶＴＳ＃ｍ＋１が構
成され、ＤＶＤ１３００に記録される。
【００６２】
　次に、アスペクト比４：３のフォトムービ作成処理において、図５で示した静止画像５
０１、５０２、５０３は、カメラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥＧ
のＩピクチャの画像１３１１、１３１２、１３１３に変換される。以下は、アスペクト比
１６：９と同様に第２のフォトムービであるＶＴＳ＃ｍ＋２が構成され、ＤＶＤ１１００
に記録される。これらのフォトムービの作成処理終了後、ファイナライズ処理において、
レコーダ制御部１２１により、ＤＶＤ１３００のＵＤＦ領域とＶＭＧ領域が記録される。
【００６３】
　こうして作成されたアスペクト比１６：９のフォトムービをワイドテレビで鑑賞した場
合、画像１３０１と画像１３０３は、左右に必要最低限の黒画像がパディングされ、被写
体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。また、画像１
３０２は、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される
。
【００６４】
　また、こうして作成されたアスペクト比４：３のフォトムービをアスペクト比４：３の
テレビで鑑賞した場合、画像１３１１と画像１３１３は、被写体が本来のアスペクト比で
表示され、また画像全体が無駄なく表示される。また、画像１３１２は、上下に必要最低
限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が
無駄なく表示される。
【００６５】
　本実施形態においては、このように、４：３、１６：９のアスペクトのフォトムービを
両方作成するため、ユーザは、自分の所有するテレビモニタに合わせて、再生するフォト
ムービを選択すればよい。
【００６６】
（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態のビデオカメラを説明する。
　第３の実施形態のビデオカメラは、第１の実施形態のビデオカメラに比べ、静止画像の
アスペクト比が切り替わった点で、フォトムービを区切ってアスペクト比を切り替える点
が異なる。
【００６７】
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　図１５は、フォトムービ作成処理のシーケンスを示すフローチャートである。
　まず、ステップＳ１６０１において、ＤＶＤに記録されているＶＴＳの数ｍが最大値の
９９であるか否かを判別する。この判別の結果、最大値の９９である場合、これ以上ＶＴ
Ｓを作成できないため、ステップＳ１６１１のエラー処理へ進む。
【００６８】
　また、ステップS１６０１の判別の結果、ＶＴＳが９９未満の場合、ステップＳ１６０
２へ進み、フォトムービとして作成するＶＴＳの番号をｍ＋１と設定する。
　次に、ステップＳ１６０３において、処理した静止画ファイルの数を示すファイル数値
ｘを初期化する。
【００６９】
　次に、ステップＳ１６０４において、静止画像が現在作成しているＶＴＳに追加可能で
あるか、ＤＶＤの残容量を判別する。この判別の結果、残量が十分でない場合にはステッ
プＳ１６１１のエラー処理に進む。また、残容量が十分である場合、ステップＳ１６０５
でファイル数値ｘをカウントアップし、次に、ステップＳ１６０６でファイル数値ｘがＤ
ＶＤに記録されている静止画ファイルの数より小さいか否かを判別する。
【００７０】
　この判別の結果、ファイル数値ｘが静止画ファイルの数以上である場合、全ての静止画
ファイルを変換・記録済みであるので、フォトムービ作成処理を終了する。一方、ファイ
ル数値ｘが静止画ファイルの数より小さい場合、ステップＳ１６０７に進み、ファイル数
値ｘ≠１であって、ｘ枚目とｘ－１枚目の静止画ファイルのアスペクト比が異なるか否か
を判別する。この判別結果が偽であればステップＳ１６１０へ進み、真であればステップ
Ｓ１６０８へと進む。
【００７１】
　ステップＳ１６０８では、現在作成しているＶＴＳの番号が最大値の９９である場合、
これ以上ＶＴＳを作成できないため、ステップＳ１６１１のエラー処理へ進む。ＶＴＳの
番号が９９未満の場合、ステップＳ１６０９に進んで現在のＶＴＳを閉じて、ＶＴＳ番号
をカウントアップし、新しいＶＴＳを作成する。
【００７２】
　次に、ステップＳ１６１０に進み、現在作成しているＶＴＳに対して、ｘ枚目に記録さ
れている静止画ファイルの変換・記録処理を行い、その後ステップＳ１６０４に戻る。ス
テップＳ１６１１のエラー処理においては、フォトムービ作成処理が正常に終了しなかっ
たメッセージなどを出力し、フォトムービ作成処理を終了する。
【００７３】
　なお、本実施形態ではＤＶＤに記録された全ての静止画ファイルを変換・記録している
が、ユーザが予め選択した静止画ファイルのみを変換・記録してもよい。また、本実施形
態では静止画ファイルは記録順に処理しているが、ユーザが予め選択した順に処理しても
よい。また、実際にはフォトムービを作成してＤＶＤに記録する前に、本フローチャート
のシーケンスに基づいて、正常にフォトムービが作成できるか、すなわち、エラー処理に
入らずに処理が終了するかを、テストしておくことが望ましい。
【００７４】
　図１６は、図５で示したＤＶＤ５００に対して、本実施形態におけるフォトムービ作成
処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示している。図５で示した静
止画像５０１は、カメラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥＧのＩピク
チャの画像１５０１に変換され、ＶＯＢ＃１を構成している。
【００７５】
　レコーダ制御部１２１は、このＶＯＢによってＶＯＢＳを構成し、ＶＯＢＳのサイズが
１ＧＢを越える場合には１ＧＢ単位に分割して、連続的に配置したＵＤＦのファイルとし
てＤＶＤ１５００に記録する。このように構成されたＶＯＢＳは、ＶＴＳを構成するＶＴ
ＳＴＴ＿ＶＯＢＳとして利用される。
【００７６】
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　ＶＴＳの先頭にあるＶＴＳＩには、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳに含まれるビデオデータに関
する管理情報がファイルとして記録されている。ＶＴＳＩが持つ管理情報には、ＶＴＳＴ
Ｔ＿ＶＯＢＳのビデオデータを再生する際のアスペクト比が含まれており、レコーダ制御
部１２１はアスペクト比を４：３とＶＴＳＩに記録している。
【００７７】
　このように記録されたＶＴＳＩと、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳと、ＶＴＳＩのバックアップ
ファイルであるＶＴＳＩ＿ＢＵＰによって第１のフォトムービであるＶＴＳ＃ｍ＋１が構
成され、ＤＶＤ１５００に記録される。
【００７８】
　次に、図５で示した静止画像５０２は、１つ前の静止画像５０３と異なるアスペクト比
であるので、第２のフォトムービであるＶＴＳ＃ｍ＋２に含まれるＶＯＢ＃１を構成する
。ここで、レコーダ制御部１２１はＶＴＳ＃２＋２のＶＴＳＩにアスペクト比を１６：９
と記録する。さらに、図５で示した静止画像５０３は、少なくとも静止画像５０２と異な
るアスペクト比であるので、最後のフォトムービであるＶＴＳ＃ｍ＋ｉに含まれる最後の
ＶＯＢ＃ｊを構成する。
【００７９】
　ここで、レコーダ制御部１２１はＶＴＳ＃２＋２のＶＴＳＩにアスペクト比を４：３と
記録する。これらのフォトムービの作成処理終了後、ファイナライズ処理において、レコ
ーダ制御部１２１により、ＤＶＤ１５００のＵＤＦ領域とＶＭＧ領域が記録される。
【００８０】
　こうして作成されたフォトムービをワイドテレビで鑑賞した場合、画像１５０１と画像
１５０３はアスペクト比４：３のビデオデータとして再生される。その結果、左右に必要
最低限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全
体が無駄なく表示されているので全く問題がない。また、画像１５０２はアスペクト比１
６：９のビデオデータとして再生される。その結果、被写体が本来のアスペクト比で表示
され、また画像全体が無駄なく表示される。
【００８１】
　また、こうして作成されたフォトムービをアスペクト比４：３のテレビで鑑賞した場合
、画像１５０１と画像１５０３は、アスペクト比４：３のビデオデータとして再生される
。その結果、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示され
る。また、画像１５０２は、アスペクト比１６：９のビデオデータとして再生される。そ
の結果、上下に必要最低限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比で表
示され、また画像全体が無駄なく表示される。
【００８２】
（第４の実施形態）
　第４の実施形態のビデオカメラは、第１の実施形態のビデオカメラに比べて、ＶＲフォ
ーマットで論理フォーマットされたＤＶＤを対象としてフォトムービを作成する点が異な
る。
【００８３】
　図１７は、ファイナライズ前のＤＶＤの記録内容を示している。また、図１８はその際
のＤＶＤのフォルダ構成を示している。ここでは例として、９０のＪＰＥＧ画像ファイル
が記録されているものとする。ＤＶＤはＶＲフォーマットで論理フォーマットされ、動画
像と静止画像が記録されている。
【００８４】
　動画像のビデオデータはＶＲフォーマットに従って記録されており、ＤＶＤ＿ＲＴＲフ
ォルダの、ビデオデータ全体を管理するＶＭＧ（Video Manager）ファイルＶＲ＿ＭＡＮ
ＧＥＲ．ＩＦＯと、そのバックアップファイルＶＲ＿ＭＡＮＧＥＲ．ＢＵＰ、動画像のビ
デオファイルＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯによって構成されている。
【００８５】
　また、静止画像１７０１、１７０２、１７０３はＵＤＦのＪＰＥＧ画像ファイルＩＭＧ
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＿０００１．ＪＰＧ、ＩＭＧ＿０００２．ＪＰＧ、ＩＭＧ＿００９０．ＪＰＧとして記録
されており、これらの静止画像の情報はＶＭＧでは管理されていない。ＤＶＤビデオプレ
ーヤは、ＶＭＧで管理されているビデオデータのみを再生するため、このＤＶＤをファイ
ナライズして他の再生装置で再生した場合に、これらのＪＰＥＧ画像ファイルを再生する
ことができない。
【００８６】
　図１９は、図６のステップＳ８０６で行なわれるフォトムービ作成処理を本実施形態で
行う際のシーケンスを示すフローチャートである。
　まず、ステップＳ２３０１において、グループ番号Ｇを初期化する。
　次に、ステップＳ２３０２おいて、処理した静止画ファイルの数を示すファイル数値ｘ
と、グループＧに記録された静止画像の数を示す記録数値ｙを初期化する。次に、ステッ
プＳ２３０３において、静止画像がグループＧに追加可能であるか、ＤＶＤの残容量を判
別する。
【００８７】
　この判別の結果、ＤＶＤの残容量が十分でない場合にはステップＳ２３１１のエラー処
理に進む。また、残容量が十分である場合、ステップＳ２３０４でファイル数値ｘをカウ
ントアップし、ステップＳ２３０５に進む。ステップＳ２３０５においては、ファイル数
値ｘがＤＶＤに記録されている静止画ファイルの数より大きいか否かを判別する。
【００８８】
　この判別の結果、ファイル数値ｘが静止画ファイルの数以上である場合、全ての静止画
ファイルを変換・記録済みであるので、フォトムービ作成処理を終了する。また、ファイ
ル数値ｘが静止画ファイルの数より小さい場合、ステップＳ２３０６へ進み、グループＧ
に記録された静止画ファイルの数ｙが６４未満か否か判別する。
【００８９】
　この判別の結果、６４未満である場合、ステップＳ２３０９に進み、６４以上である場
合は、ステップＳ２３０７に進んでグループ番号Ｇをカウントアップする。さらに、ステ
ップＳ２３０８に進んで記録された静止画ファイルの数ｙを初期化して、ステップＳ２３
０９に進む。
【００９０】
　一方、ステップＳ２３０９に進んだ場合には、記録された静止画ファイルの数ｙをカウ
ントアップして、その後ステップＳ２３１０でｘ枚目に記録されている静止画ファイルの
変換・記録処理を行い、ステップＳ２３０３に戻る。また、ステップＳ２３１１のエラー
処理においては、フォトムービ作成処理が正常に終了しなかったメッセージなどを出力し
、フォトムービ作成処理を終了する。
【００９１】
　なお、本実施形態では、ＤＶＤに記録された全ての静止画ファイルを変換・記録してい
るが、ユーザが予め選択した静止画ファイルのみを変換・記録してもよい。また、本実施
形態では静止画ファイルは記録順に処理しているが、ユーザが予め選択した順に処理して
もよい。また、実際にはフォトムービを作成してＤＶＤに記録する前に、本フローチャー
トのシーケンスの基づいて、正常にフォトムービが作成できるか、すなわち、エラー処理
に入らずに処理が終了するかを、テストしておくことが望ましい。
【００９２】
　次に、ステップＳ２３１０の変換・記録処理の詳細について説明する。
　図１のレコーダ制御部１２１は、ＤＶＤにＵＤＦで記録されたＪＰＥＧ画像ファイルを
読み出し、カメラ制御部１１１へと出力する。カメラ制御部１１１は、受け取ったＪＰＥ
Ｇ画像ファイルをＪＰＥＧコーデック１１２によって復号化し、信号処理を行った画像信
号をレコーダ制御部１２１に出力する。レコーダ制御部１２１は、受け取った画像信号を
ＭＰＥＧエンコーダ１２２によりＩピクチャとして符号化する。
【００９３】
　ここで、カメラ制御部１１１が出力する前記画像信号は、図６のステップＳ８０４によ
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りアスペクト比が１６：９に設定されていた場合、アスペクト比１６：９の画像信号であ
る。例えば、図２で示したアスペクト比４：３の画像２０１は、左右を均等に黒画像でパ
ディングして、図９に示すアスペクト比１６：９の画像１００１に変換してから出力され
る。また、図２で示したアスペクト比１６：９の画像２０２は、図９に示す同じアスペク
ト比の画像１００２として出力される。
【００９４】
　それに対して、図６のステップＳ８０５によりアスペクト比が４：３に設定されていた
場合、カメラ制御部１１１が出力する前記画像信号はアスペクト比４：３の画像信号であ
る。例えば、図２に示したアスペクト比４：３の画像２０１は、図９に示す同じアスペク
ト比の画像１０１１として出力される。また、図２に示したアスペクト比１６：９の画像
２０２は、上下を均等に黒画像でパディングして、図９に示すアスペクト比４：３の画像
１０１２に変換してから出力される。
【００９５】
　ＶＲフォーマットでは、静止画像もビデオデータとして記録することができるので、Ｖ
ＩＤＥＯフォーマットを対象とした第１の実施形態とは異なり、ＪＰＥＧ画像ファイルを
静止画像のビデオデータに変換してフォトムービを作成する。
【００９６】
　レコーダ制御部１２１では、図２０に示すようにＭＰＥＧエンコーダ１２２が符号化し
た前記Ｉピクチャを、２ＫＢ単位のＶ＿ＰＣＫ（Video Pack UNIT）に分割することで、
ＶＯＢＵ（Video Object UNIT）を構成する。なお、本実施形態ではフォトムービに音声
を入れないため、Ａ＿ＰＣＫ（Audio Pack UNIT）を略して説明するが、音声を入れる場
合にはＡ＿ＰＣＫを加えてＶＯＢＵを構成する。
【００９７】
　さらに、レコーダ制御部１２１は、一つ以上のＶＯＢＵによってＳ＿ＶＯＢ（Still Pi
cture VOB）を構成するが、本実施形態では単純に１つのＶＯＢＵによってＳ＿ＶＯＢを
構成している。こうして各静止画像から得たＳ＿ＶＯＢより、レコーダ制御部１２１は後
述する図２１のようにフォトムービを作成する。
【００９８】
　図２１は、図１７で示したＤＶＤの記録内容に対して、アスペクト比を１６：９に設定
してフォトムービ作成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示して
いる。また、図２２はその際のＤＶＤのフォルダ構成を示している。
【００９９】
　フォトムービ作成処理において、図１７で示した静止画像１７０１、１７０２、１７０
３は、カメラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥＧのＩピクチャの画像
１８０１、１８０２、１８０３に変換され、それぞれが第１のグループのＳ＿ＶＯＢ＃１
、Ｓ＿ＶＯＢ＃２、第２のグループにのＳ＿ＶＯＢ＃２６を構成している。
【０１００】
　レコーダ制御部１２１は、Ｓ＿ＶＯＢを最大６４毎にグループ化した静止画像グループ
Ｓ＿ＶＯＧ（Still Picture VOB Group）を構成し、全てのＳ＿ＶＯＧをまとめて構成さ
れた静止画像ビデオファイルVR＿STILL。VROをＵＤＦのファイルとしてＤＶＤに記録する
。また、レコーダ制御部１２１は、各Ｓ＿ＶＯＧに対する管理情報S＿VOGI（S＿VOG Info
rmation）をＶＭＧファイルに記録する。
【０１０１】
　Ｓ＿ＶＯＧＩは対応するＳ＿ＶＯＧの属性情報Ｓ＿ＶＯＧ＿ＧＩ（S＿VOG General Inf
ormation）と、グループ内の静止画像番号とアドレスを変換するためのフィルタ情報S＿V
OB Entriesを有している。Ｓ＿ＶＯＧ＿ＧＩには、Ｓ＿ＶＯＢのストリーム情報Ｓ＿ＶＯ
Ｂ＿ＳＴＩ（VR＿MANGER.IFOに含まれるが、ここでは非図示）の番号が記録されている。
この、Ｓ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩにはグループ内の静止画像を再生する際のアスペクト比が含ま
れており、アスペクト比１６：９か、アスペクト比４：３のいずれかが記録されている。
【０１０２】
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　図２１の場合には、アスペクト比を１６：９に設定してフォトムービが作成されている
ため、レコーダ制御部１２１はアスペクト比を１６：９と全てのＳ＿ＶＯＧＩに対するＳ
＿ＶＯＢ＿ＳＴＩに記録している。
【０１０３】
　また、レコーダ制御部１２１はＤＶＤに含まれる全ビデオデータを参照するＶＭＧファ
イルの中の管理情報Program Setに、作成した静止画像のビデオデータを参照する管理情
報Program #２を追加する。Programは複数のＳ＿Ｃｅｌｌ（Still Picture Cell）を束ね
たもので、Ｓ＿Ｃｅｌｌには対応する静止画像グループが持つ静止画像の先頭と終端の番
号が記録されている。この静止画像番号をＳ＿ＶＯＧＩに含まれるS＿VOB Entriesのフィ
ルタにかけることで、各静止画像を再生することができる。
【０１０４】
　こうして作成されたフォトムービをワイドテレビで鑑賞した場合、画像１８０１と画像
１８０３は、左右に必要最低限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比
で表示され、また画像全体が無駄なく表示されるので全く問題がない。また、画像１８０
２は、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示されている
ので全く問題がない。
【０１０５】
　図２３は、図１７で示したＤＶＤの記録内容に対して、アスペクト比を４：３に設定し
てフォトムービ作成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示してい
る。図２１との違いは、ＭＰＥＧのＩピクチャがアスペクト比４：３の画像１９０１、１
９０２、１９０３に代わっている点と、レコーダ制御部１２１がアスペクト比を４：３と
全てのＳ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩに記録する点である。
【０１０６】
　こうして作成されたフォトムービをアスペクト比４：３のテレビで鑑賞した場合、画像
１９０１と画像１９０３は、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無
駄なく表示される。また、画像１９０２は、上下に必要最低限の黒画像がパディングされ
、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。
【０１０７】
（第５の実施形態）
　第５の実施形態のビデオカメラは、第４の実施形態のビデオカメラに比べ、静止画像の
アスペクト比が切り替わった点で、静止画像のグループを区切ってアスペクト比を切り替
える点が異なる。
【０１０８】
　図２４は、図６のステップＳ８０６のフォトムービ作成処理を本実施形態で行う際のシ
ーケンスを示すフローチャートである。
　まず、ステップＳ２７０１において、グループ番号Ｇを初期化する。次に、ステップＳ
２７０２おいて、処理した静止画ファイルの数を示すファイル数値ｘと、グループＧに記
録された静止画像の数を示す記録数値ｙを初期化する。
【０１０９】
　次に、ステップＳ２７０３において、静止画像がグループＧに追加可能であるか、ＤＶ
Ｄの残容量を判別する。この判別の結果、ＤＶＤの残容量が十分でない場合にはステップ
Ｓ２７１２のエラー処理に進む。また、残容量が十分である場合にはステップＳ２７０４
に進んでファイル数値ｘをカウントアップする。
【０１１０】
　次に、ステップＳ２７０５に進み、ファイル数値ｘがＤＶＤに記録されている静止画フ
ァイルの数より小さいか否かを判別する。この判別の結果、ファイル数値ｘが静止画ファ
イルの数以上である場合、全ての静止画ファイルを変換・記録済みであるので、フォトム
ービ作成処理を終了する。また、ファイル数値ｘが静止画ファイルの数より小さい場合、
ステップＳ２７０６に進み、ファイル数値ｘ≠１であって、ｘ枚目とｘ－１枚目の静止画
ファイルのアスペクト比が異なるか否かを判別する。
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【０１１１】
　この判別の結果が真であればステップＳ２７０８へ進む。また、偽であればステップＳ
２７０７へと進んで、グループＧに記録された静止画ファイルの数ｙが６４未満か否か判
別する。この判別の結果、記録された静止画ファイルの数ｙが６４未満である場合、ステ
ップＳ２７１０に進む。また、前記の数ｙが６４以上である場合、ステップＳ２７０８で
グループ番号Ｇをカウントアップする。
【０１１２】
　次に、ステップＳ２７０９に進んで静止画ファイルの数ｙを初期化して、その後、ステ
ップＳ２７１０に進む。ステップＳ２７１０では、静止画ファイルの数ｙをカウントアッ
プする。次に、ステップＳ２７１１に進み、ｘ枚目に記録されている静止画ファイルの変
換・記録処理を行い、その後でステップＳ２７０３に戻る。
【０１１３】
　また、ステップＳ２７１２のエラー処理においては、フォトムービ作成処理が正常に終
了しなかったメッセージなどを出力し、フォトムービ作成処理を終了する。なお、本実施
形態ではＤＶＤに記録された全ての静止画ファイルを変換・記録しているが、ユーザが予
め選択した静止画ファイルのみを変換・記録してもよい。
【０１１４】
　また、本実施形態では静止画ファイルは記録順に処理しているが、ユーザが予め選択し
た順に処理してもよい。また、実際にはフォトムービを作成してＤＶＤに記録する前に、
本フローチャートのシーケンスの基づいて、正常にフォトムービが作成できるか、すなわ
ち、エラー処理に入らずに処理が終了するかを、テストしておくことが望ましい。
【０１１５】
　図２５は、図１７で示したＤＶＤの記録内容に対して、本実施形態におけるフォトムー
ビ作成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示している。
　フォトムービ作成処理において、図１７で示した静止画像１７０１、１７０２、１７０
３は、カメラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥＧのＩピクチャの画像
２１０１、２１０２、２１０３に変換される。そして、それぞれが第１のグループのＳ＿
ＶＯＢ＃１、第２のグループのＳ＿ＶＯＢ＃１、最後のグループのＳ＿ＶＯＢ＃ｊを構成
している。
【０１１６】
　レコーダ制御部１２１は、Ｓ＿ＶＯＢをアスペクト比が切り替わった点で区切って、最
大６４毎にグループ化した静止画像グループＳ＿ＶＯＧを構成し、全てのＳ＿ＶＯＧをま
とめて構成された静止画像ビデオファイルＶＲ＿ＳＴＩＬＬ．ＶＲＯをＵＤＦのファイル
としてＤＶＤに記録する。また、レコーダ制御部１２１は、各Ｓ＿ＶＯＧに対する管理情
報Ｓ＿ＶＯＧＩをＶＭＧファイルに記録する。
【０１１７】
　Ｓ＿ＶＯＧＩは、対応するＳ＿ＶＯＧの属性情報Ｓ＿ＶＯＧ＿ＧＩと、グループ内の静
止画像番号とアドレスを変換するためのフィルタ情報Ｓ＿ＶＯＢ　Ｅｎｔｒｉｅｓを有し
ている。Ｓ＿ＶＯＧ＿ＧＩにはＳ＿ＶＯＢのストリーム情報Ｓ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩの番号が
記録されている。この、Ｓ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩにはグループ内の静止画像を再生する際のア
スペクト比が含まれており、アスペクト比１６：９か、アスペクト比４：３のいずれかが
記録されている。
【０１１８】
　図２５の場合、レコーダ制御部１２１はＳ＿ＶＯＧＩ＃２のＳ＿ＶＯＧＩに対するＳ＿
ＶＯＢ＿ＳＴＩに、アスペクト比を１６：９と設定しており、Ｓ＿ＶＯＧＩ＃１および＃
ｉのＳ＿ＶＯＧＩに対するＳ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩに、アスペクト比を４：３と設定している
。
【０１１９】
　また、レコーダ制御部１２１はＤＶＤに含まれる全ビデオデータを参照するＶＭＧファ
イルの中の管理情報Program Setに、作成した静止画像のビデオデータを参照する管理情
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報Ｐｒｏｇｒａｍ　＃２を追加する。Programは複数のＳ＿Ｃｅｌｌを束ねたもので、Ｓ
＿Ｃｅｌｌには対応する静止画像グループが持つ静止画像の先頭と終端の番号が記録され
ている。この静止画像番号をＳ＿ＶＯＧＩに含まれるＳ＿ＶＯＢ　Ｅｎｔｒｉｅｓのフィ
ルタにかけることで、各静止画像を再生することができる。
【０１２０】
　こうして作成されたフォトムービをワイドテレビで鑑賞した場合、画像２１０１と画像
２１０３はアスペクト比４：３のビデオデータとして再生される。その結果、左右に必要
最低限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全
体が無駄なく表示されているので全く問題がない。また、画像２１０２はアスペクト比１
６：９のビデオデータとして再生される。その結果、被写体が本来のアスペクト比で表示
され、また画像全体が無駄なく表示されているので全く問題がない。
【０１２１】
　また、こうして作成されたフォトムービをアスペクト比４：３のテレビで鑑賞した場合
、画像２１０１と画像２１０３は、アスペクト比４：３のビデオデータとして再生される
。その結果、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示され
の。また、画像２１０２は、アスペクト比１６：９のビデオデータとして再生される。そ
の結果、上下に必要最低限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比で表
示され、また画像全体が無駄なく表示される。
【０１２２】
（第６の実施形態）
　第６の実施形態のビデオカメラは、第５の実施形態のビデオカメラに比べ、記録順によ
らず同じアスペクト比の静止画像を同じ静止画像グループに格納し、それらの静止画像が
本来の記録順で再生されるようなプレイリストを、フォトムービと同時に作成する点が異
なる。
【０１２３】
　図２６は、図６ステップＳ８０６のフォトムービ作成処理を本実施形態で行う際のシー
ケンスを示すフローチャートである。
　まず、ステップＳ２４０１において、グループ番号Ｇを初期化する。
　次に、ステップＳ２４０２おいて、処理対象とするアスペクト比を１６：９と設定する
。
　次に、ステップＳ２４０３では、処理した静止画ファイルの数を示すファイル数値ｘと
、グループＧに記録された静止画像の数を示す数値ｙを初期化する。
【０１２４】
　次に、ステップＳ２４０４において、静止画像がグループＧに追加可能であるか、ＤＶ
Ｄの残容量を判別する。この判別の結果、ＤＶＤの残容量が十分でない場合にはステップ
Ｓ２４１７のエラー処理に進む。また、残容量が十分である場合には、ステップＳ２４０
５でファイル数値ｘをカウントアップする。
【０１２５】
　次に、ステップＳ２４０６でファイル数値ｘがＤＶＤに記録されている静止画ファイル
の数より大きいか否かを判別する。この判別の結果、ファイル数値ｘが静止画ファイルの
数以上である場合、処理対象としているアスペクト比の静止画ファイルを全て変換・記録
済みであるので、ステップＳ２４１４に進む。また、ファイル数値ｘが静止画ファイルの
数より小さい場合、ステップＳ２４０７へ進み、ｘ枚目に記録されているＪＰＥＧ画像フ
ァイルが処理対象としているアスペクト比であるか否かを判別する。
【０１２６】
　この判別の結果、処理対象でない場合には、ステップＳ２４０４へ戻り、処理対象であ
る場合には、ステップＳ２４０８へ進む。ステップＳ２４０８では、グループＧに記録さ
れた静止画ファイルの数ｙが６４未満か否か判別する。この判別の結果、６４未満である
場合はステップＳ２４１１に進み、６４以上である場合ステップＳ２４０９に進んでグル
ープ番号Ｇをカウントアップする。
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【０１２７】
　次に、ステップＳ２４１０に進み、静止画ファイルの数ｙを初期化して、ステップＳ２
４１１に進む。ステップＳ２４１１では、静止画ファイルの数ｙをカウントアップする。
次に、ステップＳ２４１２でｘ枚目に記録されている静止画ファイルの変換・記録処理を
行う。
【０１２８】
　次に、ステップＳ２４１３では、後でプレイリストを作成するために、記録順と、記録
された位置を対応づけるテーブルとして、現在のｘの値、ｙの値、Ｇの値をテーブルに保
存し、その後、ステップＳ２４０４に戻る。
【０１２９】
　一方、ステップＳ２４０６からステップＳ２４１４に進んだ場合は、処理対象とするア
スペクト比が１６：９か否か判別する。この判別の結果、処理対象とするアスペクト比が
１６：９で無ければアスペクト比４：３のフォトムービも作成し終えたと判断してプレイ
リストを作成するステップＳ２４１６へと進む。
【０１３０】
　また、ステップＳ２４１４の判別の結果、処理対象とするアスペクト比が１６：９であ
った場合にはステップＳ２４１５で処理対象とするアスペクト比を４：３に設定し直し、
その後、ステップＳ２４０３に戻って再び変換処理を行う。ステップＳ２４１６では、ス
テップＳ２４１３で記録されたテーブルを用いて、静止画像を本来の記録順で再生するた
め、作成したフォトムービの再生手順を記述したプレイリストを作成し、ＤＶＤに記録す
る。
【０１３１】
　ここで、図１７で示したＤＶＤの記録内容に対して、記録されたテーブルを図２７に示
す。テーブルのｘが静止画像の記録順を示し、Ｇとｙによって静止画像が記録されている
グループと、グループ内での位置が特定される。ステップＳ２４１７のエラー処理におい
ては、フォトムービ作成処理が正常に終了しなかったメッセージなどを出力し、フォトム
ービ作成処理を終了する。
【０１３２】
　なお、本実施形態ではＤＶＤに記録された全ての静止画ファイルを変換・記録している
が、ユーザが予め選択した静止画ファイルのみを変換・記録してもよい。また、本実施形
態では静止画ファイルは記録順に処理しているが、ユーザが予め選択した順に処理しても
よい。また、実際にはフォトムービを作成してＤＶＤに記録する前に、本フローチャート
のシーケンスに基づいて、正常にフォトムービが作成できるか、すなわち、エラー処理に
入らずに処理が終了するかを、テストしておくことが望ましい。
【０１３３】
　図２８は、図１７で示したＤＶＤの記録内容に対して、本実施形態におけるフォトムー
ビ作成処理とファイナライズ処理を行った後のＤＶＤの記録内容を示している。個々では
例として、９０のＪＰＥＧ画像ファイルのうち、５０がアスペクト比４：３、残りがアス
ペクト比１６：９の静止画像であるものとする。
【０１３４】
　フォトムービ作成処理において、図１７で示した静止画像１７０１、１７０２、１７０
３は、カメラ制御部１１１とレコーダ制御部１２１によってＭＰＥＧのＩピクチャの画像
２２０１、２２０２、２２０３に変換され、それぞれが第１のグループのＳ＿ＶＯＢ＃１
、第２のグループのＳ＿ＶＯＢ＃１、第１のグループのＳ＿ＶＯＢ＃５０を構成している
。
【０１３５】
　レコーダ制御部１２１は、Ｓ＿ＶＯＢをアスペクト比毎に区別して、それぞれ最大６４
毎にグループ化した静止画像グループＳ＿ＶＯＧを構成し、全てのＳ＿ＶＯＧをまとめて
構成された静止画像ビデオファイルＶＲ＿ＳＴＩＬＬ．ＶＲＯをＵＤＦのファイルとして
ＤＶＤに記録する。
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【０１３６】
　また、レコーダ制御部１２１は、各Ｓ＿ＶＯＧに対する管理情報Ｓ＿ＶＯＧＩをＶＭＧ
ファイルに記録する。Ｓ＿ＶＯＧＩは対応するＳ＿ＶＯＧの属性情報Ｓ＿ＶＯＧ＿ＧＩと
、グループ内の静止画像番号とアドレスを変換するためのフィルタ情報Ｓ＿ＶＯＢ　Ｅｎ
ｔｒｉｅｓを有している。
【０１３７】
　Ｓ＿ＶＯＧ＿ＧＩには、Ｓ＿ＶＯＢのストリーム情報Ｓ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩの番号が記録
されている。このＳ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩには、グループ内の静止画像を再生する際のアスペ
クト比が含まれており、アスペクト比１６：９か、アスペクト比４：３のいずれかが記録
されている。
【０１３８】
　図２８の場合、レコーダ制御部１２１はＳ＿ＶＯＧＩ＃２のＳ＿ＶＯＧＩに対するＳ＿
ＶＯＢ＿ＳＴＩに、アスペクト比を１６：９と設定しており、Ｓ＿ＶＯＧＩ＃１のＳ＿Ｖ
ＯＧＩに対するＳ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩに、アスペクト比を４：３と設定している。
【０１３９】
　また、レコーダ制御部１２１はＤＶＤに含まれる全ビデオデータを参照するＶＭＧファ
イルの中の管理情報Program Setに、作成した静止画像のビデオデータを参照する管理情
報Program  #2を追加する。Programは複数のＳ＿Ｃｅｌｌを束ねたもので、Ｓ＿Ｃｅｌｌ
には対応する静止画像グループが持つ静止画像の先頭と終端の番号が記録されている。こ
の静止画像番号をＳ＿ＶＯＧＩに含まれるＳ＿ＶＯＢ　Ｅｎｔｒｉｅｓのフィルタにかけ
ることで、各静止画像を再生することができる。
【０１４０】
　しかし、本実施形態では静止画像を記録順に区切ることなく、アスペクト比毎にまとめ
てグループ化しており、Program#2のＳ＿Ｃｅｌｌは対応するグループが持つ静止画像を
先頭から終端まで順に再生してしまう。そのために、Program#2に従ってフォトムービを
再生した場合には、本来の静止画像の記録順とは異なった順序で再生されてしまう。
【０１４１】
　一方、前記図６のステップＳ２４１６においてレコーダ制御部がＶＭＧファイルに作成
したプレイリストPlaylist#1によれば、本来の記録順に従って静止画像を再生することが
できる。
【０１４２】
　すなわち、レコーダ制御部は、前記テーブル（図２７）を静止画像の記録順で処理し、
静止画像の属するグループが一つ前の静止画像が属するグループと代わった点で、新しい
Ｓ＿Ｃｅｌｌを作成する。次に、グループが代わるまでの範囲に含まれる静止画像の先頭
と終端の番号を記録する。
【０１４３】
　図２８の例では、Playlist#1のＳ＿Ｃｅｌｌ#1がＳ＿ＶＯＧ#2の画像２２０１のみの番
号を記録しており、Ｓ＿Ｃｅｌｌ#2がＳ＿ＶＯＧ#1の画像２２０２を先頭の番号として記
録、Ｓ＿Ｃｅｌｌ＃ｎがＳ＿ＶＯＧ#2の画像２２０３を終端の番号として記録している。
【０１４４】
　こうして作成されたフォトムービを前記プレイリストによりワイドテレビで鑑賞した場
合、静止画像は記録順に再生される。また、画像２２０１と画像２２０３はアスペクト比
４：３のビデオデータとして再生される。その結果、左右に必要最低限の黒画像がパディ
ングされ、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される
。また、画像２２０２はアスペクト比１６：９のビデオデータとして再生される。その結
果、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。
【０１４５】
　また、こうして作成されたフォトムービを前記プレイリストによりアスペクト比４：３
のテレビで鑑賞した場合、静止画像は記録順に再生される。また、画像２２０１と画像２
２０３は、アスペクト比４：３のビデオデータとして再生される。その結果、被写体が本
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来のアスペクト比で表示され、また画像全体が無駄なく表示される。また、画像２２０２
は、アスペクト比１６：９のビデオデータとして再生される。その結果、上下に必要最低
限の黒画像がパディングされ、被写体が本来のアスペクト比で表示され、また画像全体が
無駄なく表示される。
【０１４６】
（本発明に係る他の実施形態）
　前述した本発明の実施形態における画像処理装置を構成する各手段、並びに画像処理方
法の各ステップは、コンピュータのＲＡＭやＲＯＭなどに記憶されたプログラムが動作す
ることによって実現できる。このプログラム及び前記プログラムを記録したコンピュータ
読み取り可能な記録媒体は本発明に含まれる。
【０１４７】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラムもしくは記憶媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、複数の機器から構成されるシステムに適用して
もよいし、また、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【０１４８】
　なお、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム（実施
形態では図６、８、１３、１５、１９に示すフローチャートに対応したプログラム）を、
システムあるいは装置に直接、あるいは遠隔から供給する。そして、そのシステムあるい
は装置のコンピュータが前記供給されたプログラムコードを読み出して実行することによ
っても達成される場合を含む。
【０１４９】
　したがって、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータに
インストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発
明は、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。
【０１５０】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【０１５１】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディ
スク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、
ＣＤ－ＲＷなどがある。また、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤ（
ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）などもある。
【０１５２】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続する。そして、前記ホームページから本発明のコ
ンピュータプログラムそのもの、もしくは圧縮され自動インストール機能を含むファイル
をハードディスク等の記録媒体にダウンロードすることによっても供給できる。
【０１５３】
　また、本発明のプログラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、そ
れぞれのファイルを異なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能で
ある。つまり、本発明の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを
複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサーバも、本発明に含まれるものである
。
【０１５４】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページか
ら暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせる。そして、ダウンロードした鍵情報を使用す
ることにより暗号化されたプログラムを実行してコンピュータにインストールさせて実現
することも可能である。
【０１５５】
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　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。その他、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼
動しているＯＳなどが、実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっても前述し
た実施形態の機能が実現され得る。
【０１５６】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれる。そ
の後、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっても前述した実施形態
の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【０１５７】
【図１】本実施形態を示し、ビデオカメラの要部構成を説明するブロック図である。
【図２】ＤＶＤに記録されている静止画像の一例を示す図である。
【図３】アスペクト比４：３のフォトムービに変換された静止画像の一例を示す図である
。
【図４】従来のフォトムービのワイドテレビでの表示結果の一例を示す図である。
【図５】ＶＩＤＥＯフォーマットされたＤＶＤのファイナライズ処理とフォトムービ作成
処理の前の記録内容の一例を示す図である。
【図６】第１、第４の実施形態でのファイナライズ処理とフォトムービ作成処理のシーケ
ンスを示すフローチャートである。
【図７】第１、第４の実施形態でのファイナライズ処理とフォトムービ作成処理のＬＣＤ
表示する画面の一例を示す図である。
【図８】第１、第２の実施形態でのフォトムービ作成処理のシーケンスを示すフローチャ
ートである。
【図９】本実施形態でのフォトムービの表示結果の一例を示す図である。
【図１０】ＶＩＤＥＯフォーマットでの静止画像のビデオデータの構成を示す図である。
【図１１】第１の実施形態でＤＶＤに対してファイナライズ処理とアスペクト比１６：９
のフォトムービ作成処理を行った後の記録内容の一例を示す図である。
【図１２】第１の実施形態でＤＶＤに対してファイナライズ処理とアスペクト比４：３の
フォトムービ作成処理を行った後の記録内容の一例を示す図である。
【図１３】第２の実施形態でのファイナライズ処理とフォトムービ作成処理のシーケンス
を示すフローチャートである。
【図１４】第２の実施形態でＤＶＤに対してファイナライズ処理とフォトムービ作成処理
を行った後の記録内容の一例を示す図である。
【図１５】第３の実施形態でのフォトムービ作成処理のシーケンスを示すフローチャート
である。
【図１６】第３の実施形態でＤＶＤに対してファイナライズ処理とフォトムービ作成処理
を行った後の記録内容の一例を示す図である。
【図１７】ＶＲフォーマットされたＤＶＤのフォトムービ作成処理を行う前の記録内容の
一例を示す図である。
【図１８】ＶＲフォーマットされたＤＶＤのフォトムービ作成処理を行う前のフォルダ構
成を説明する図である。
【図１９】第４の実施形態でのフォトムービ作成処理のシーケンスを示すフローチャート
である。
【図２０】ＶＲフォーマットでの静止画像のビデオデータを説明する図である。
【図２１】第４の実施形態でＤＶＤに対してアスペクト比１６：９のフォトムービ作成処
理を行った後の記録内容の一例を示す図である。
【図２２】第４の実施形態でＤＶＤに対してフォトムービ作成処理を行った後のフォルダ
構成を説明する図である。
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【図２３】第４の実施形態でＤＶＤに対してアスペクト比４：３のフォトムービ作成処理
を行った後の記録内容の一例を示す図である。
【図２４】第５の実施形態でのフォトムービ作成処理のシーケンスを示すフローチャート
である。
【図２５】第５の実施形態でＤＶＤに対してフォトムービ作成処理を行った後の記録内容
の一例を示す図である。
【図２６】第６の実施形態でのフォトムービ作成処理のシーケンスを示すフローチャート
である。
【図２７】第６の実施形態でプレイリストを作成するために用いるテーブルの一例を示す
図である。
【図２８】第６の実施形態でＤＶＤに対してフォトムービ作成処理を行った後の記録内容
の一例を示す図である。
【符号の説明】
【０１５８】
１００　ビデオカメラ本体
１０１　通信バス
１０２　ＣＰＵ
１０３　ＲＡＭ
１０４　ＲＯＭ
１０５　操作部
１１１　カメラ制御部
１１２　ＪＰＥＧコーデック
１１４　ＲＡＭ
１１６　メモリカード制御部
１２１　レコーダ制御部
１２２　ＭＰＥＧエンコーダ
１２４　ＲＡＭ
１２５　ＤＶＤ制御部
１２６　ＬＣＤ
１２８　ビデオ出力端子
１４２　ＣＣＤ
１４５　ＡＦＥ
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